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ユ903年Rameavとsway(1Jは 水 が ラ ジ ウ ム 鹽 のto液 に 分 解 され る
事 を 定 量 的 に 報 告 し.190了年 にBmgg(?1が 前 記 二 氏 の 記 録 セ 用 ひ て
n-Particlesによ る 化 學 作 川 と イ オ ン 化 奪(lonizin'L1=flertlとの 關 係 を 言.卜
算 して 分 解 され る 水 の 分 子 の 數 とイ オ ン の 數 は.丁UixU.'":しい 事 を 報
告 し3一。 ユ9104FB」g、、.itzF3JはPolξ}:塵iに1nから發 す る α一Parこicl霹に よ る
水 の 分 解 を 研 究 し.Asia,r]Le.lilnnr,〔4}(NB.rgwitzの實 駿 か ら計 算 し
ナニ結 果 α一1}ariicl_§の 効 果 は]'aradnsの法 則 に 從 ふ`ドを 言卸 じ た。1911
LitulWlは初 め て 此 の 現fN氣 體 に 付 い て 研 究 し,翌flこは 更 に これ に
.關す る 各 方 面'の記 録 を 集 め て 計 算 し ナニ綣 果 働 か らn -1'artiele=の化 鯲
作 川 とイ ォ ン 化 準 の 關 係 は 矢 張FnraJaゾsLa,cを改 良 しナニ形 の もの
に 從 ふ 事 を 發 表 しナニ。
數 年 の 後 に 此 の 問 題 は¥[m2・Curioの研 究 室 で 大 に 研 究 さ れ,
Dunne(6hC〔hcuerf%,¥Cuurtzel(弓):'rr(3α一Plしrtic1圏に よつ て 酸 素 分 子 と
水 索.分子 との.Aす る揚 合 に は 作 川 され ナニ氣;艦.の分 子 の 數 は4オ ン
對`pairofluneJの5.:;'libT.ある事 を 發 表 した.Lind{3111'uの研 究 報 告
と彼・自 身 の 研 究 結 果 との 間 に 餘 り に:だな る聞 隔 の あ る こ と に 鑑 み て,
1919{Fから1'J'?5.1_に.Hりて 詳 細 な る研 究 を 繰 返 し てRo,私 は 韭 と
し て このLiudの 研fy(Mを 紹 介 しや う と思 ふ の で あ る
Lindの實 驗 は 」モにC:rncro:1/AびRamyay(1F;)の方 法 に 從 ひ,水素 及 び
酸 素 を 硝 子 球 のrに 混 じ,更ら にHn:iumを 混 入 し、%hの生.成に よつ.て
一(2ζ5)一
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起 る球 内 の 壓 力 の 降 下 を 観 察 しfこの で あ る。 この 研 究 の 紹 介 の 初 め
に 於 て 私 は 先 づLindの 提 出 しtIる.1{ineticrRuatinn{51及びa一一Part',:cle5
の`Lvαage・pncbとに 就 て:,べ 牝 い と思 ふ。
【1】AveragePathの 計 算 法
RntLerfonl及びGeiger{111によ る とEmanatiouを含 む 小 さ き容 積 中
0)Ioniatiouを計 算 す る に は 共 の 器 の 中 に 於 け る α・Par[icleのFree
AciragePathを出 さ な け れ げ ば な ら ぬ.Aヤ(rageYnth;isの器 中 の


































器 に 就 て の △vera黔PxtLを計 算:
す る 事 は 甚 だ 困 難 で あ る 爲 に 今
.特に 球 の 揚 合 に 就 て31'す 。
第 一 囲 の 圓 を 球 の 最 大 圓 と しp
一 のa,Pnrticleが圓 心Cよ り.ある
.距雌Lな る任 意 の 點Pか ら放 出
さ れ る と す る.此 の α一Particleか
内 壁 の あ る點Aに 達 す る 迄 に あ
る 距 離Pを 通 る とす。 此 の 圓〔或
は 球}の'r=徑をvと し,raと1'C
と の3.角 な θ とす る と
P'一2yLcosy+ゐr(rod=r'十L"cro.躍早 が
fp一 ゐc〔imの9白城 」 ゐ,十L='w:".θ
2)胃占COSθ圭V「1・Lか 十 が ご`)5`θ
=こCO言θ± 》7・._占,ゴi11?θ
pの 軍 均 値 をPu.と す る と
一(mar,「1一
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但 しE(aEllihtiolnteaTalであ る 故 に
E一号[1一¥t/^¥b)2一(葺)て÷)"÷一(驫 ア(÷ア吉一]
此 の 式 を 便 ひ て 中 心Cか:ら ゐな る艶 離 に あ る點 よ り の.lccrn｢ePath
を 計 算 す る事 か 出 來 ろ。 今 更 に 任 意.の ゐ に 對 す るAvemgeP:uLを 求
め る に に 球 の 霊 積 を 十 等 分 † るY.4Lに十 個 の.同・こ・球 を と り.各々 のLに
蕊 て 前 逮 の 如 く し て ・、樫艶geP乙Lthを計 算 し更 ら に 其 の 挙 均 値 を 轟 す








































不 衡 歌 鰈 に 於 て はEmanationRnA及びRsCの 三 者 何 れ もa-Pnr[icle
一(227)冖
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を 出 し得 ろ が,其の 内Pndium△ とPadiwnCが 小 な る器 内 に 於 て は ㌃
部 硝 子 器 の 内 壁 に 附 着 す る と考 へ れ ば 平 衡 状 態 に 於 て 放 出 さ れ る籾
て のa-ParticleのAvemgePaこhPは
・・・ ÷ 〔…63・+o.rs・s)一・691
で,叩球 のY'1LQ)り.qgl倍で あ る。
【2】 にP飢iclesに よ る 氣 髏 反 慝 を 表 すKineticEguation
上 述 のAveragel'mL山に 基 い て イ オ ン.化速 度 を 計 算 す れ ば
d¥
dt・ ・・・・… 職 ・・311・・Pπ・・{1)
3x34・1010は=1=衡歌 態 に 於 て 一 キ ユ リのEman醐onか ら一 秒 聞 に 轟
すn-Particleの總 數1:,は7衝 歌 態 に 於 てp,}刻rに 於 け るEmamitiouの
量,2・3x10は 一 個 のa-PurEicleによ りて 一 氣 壓 の 筌.氣中 に 於 て 一 セ ン
チ のlmil・毎 に 生 戒 せ ら る る イ オ ン の 凱Pは:lvcrngcP:d.1・iは同 一 欺
態 の ・1・・ 筌 簿 蝣 戯 ・ 鰓 の 比 材 ・ 化 ・…n・ …i=ati・Pｰ1'7tiO
は 壓 力 に 對 す る更 正.Nは イ オ ン の 數 で あ る.




『今 反 應 系 のdご 醐 の 濃 度 の 變 化 をdCで 衣 す と イ.オン 化 と化 學 作 用
との 關 係 は 次 式 て 表 さ る。
_dCd¥
dfUon=tdt
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皿P,か らP.ま で 積 分 す る と
(たμx)一・・卸 耶 靴 州
H1
?










ん に含 まれ'Cい る比 イ オ ン
化iが 恒 數 に なれ ばtiは亜 數
・な・御 て鍍 鰍(紛
も恒 數 で な け れ ば な ら 〉〉.
即 ち適 宜 に ちら そ れ に 對 應
す るP隹P言 を 實 驗 的 に 定 め(却
式 に 入 る れ ば オ.i邊は'7iに恒 數
を 興 ふ べ きで あ る、Liudは 此
の 恒 數 を 決 め る と 同 時 にJlの
kineticegiurtiouをEu;言嫌す るAM
にxの 實 験 を 行 つ 顧。
賞 驗 装 置 は 圭 に 第 二 圏 に 示
し て ゐ る 棧 にRameny及 び
一(物)一
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Cun]eron〔16)のもの を少 し改 良 し乖 もの を 使 ふ。 硝 子球CはAverage
Pathの計算 上 完 全 な る球 を 用 ふ。dは 水 銀 面 を 正 確 にCに 保つ 爲 の
青 色硝 子 の 指 針 で あ る。 先 づC球 を 眞空 に し舗粹 な るRadiumEni・
をCに 入 れ てbの 處 で閲'じる。 酸素 瓦斯 と水 素 瓦 斯 は 電 解 的 に發 生
せ しめ酸 素1と 水 素2の 割 合 で ゴ よ りg∫eを逎 しτCに 入 れ る。 か
くて 水 の 生成 に よ りてC球 内 に 生す る1歴の變 化 を 水 銀 而iの 變 化に
よ りて 定 む。
し ほ
そ の 際 球Cの 内 壁 は 生 成 物 な る水 を 吸 收 さす 爲 に ナ ト リウ ム とカ
リ ウ ム の 酸 化 物 を 熔 融 して 薄 層 と して 醂 蓉 せ しむ。 尚C球 内 ∂)ilma・
nl痢α1の 量 は γ一radiationによ りて 定 む。
以 上 の 方 法 を 川 ひ てEnuntionの量 と反 慮 球 の 大 さ を 色 々 變 へ て 實
孅 し 牝 結 果 が 次 表 で あ る。.
' .第 二 衰: 、 二
寸 法 の 遑 ふ 反 應 球 に 於 け6定 容 鑛 的 反 應2H含 十〇尸2H=0に
へ
よ る 逑 度 恒 數 の'血{第 二 節 の 第 四 式}
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4・ 長 さdr・■r・ 直 錘1.Sc・m・の 圓 塘 を 使 ふ 揚 合














































第 二 表 を 兄 る と,速度 恒 數 は よ く恒 數 を 奥 へ,Lと1'の 雨 項 の み に 關
係 す る 事 か 判 る.C球 内 瓦 斯 の 壓 とEmanaCionの量 の 比 か 如 何 に 變 化
して も速 度 恒 數 か 常 に 恒 數 で あ る事 はFineticrgantiunが姐 何 な る揚
合 に も適 川 され ろ事 を 曜 蹴 す る もの で あ る.
實 鹸 の 終 に 殘 留 物 を 分 析 す る とf(Jnaが水 で あo,
【4】 反 應i球 の 大 さ の 影 響(LswoftheInverseSquareof
theDiameteroftheSphere)
今 反 應 球 の 影 響 を 考 ふ れ ば議ven匙gePntli(,;,球の_i,rに 正 比 例 し,從
つ て 化 學 作mもTに 正 比 例 す・然 る に 同 量 の 瓦 斯 が 變 化 して も其 に 律
5・匪 力 の 變 化iN反 應 球 の'tの 三 乘 に 反 比 例 す0が 故 に 遑 度 恒 數 は
反麟 の糴 解 方 にfxlt例す ・・と・な・.第 三表 瓶 列 警 ・・
は よ く恒 數 を 興 へ 上述 の 影 壓 を 如置 に示 す もの で あ る。(第三 表1
一(21S)一
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第 三 表
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LF均s4.i
f跡第 三 表 【まAveragePathカ℃逑 度 イ亘數 に 影 響 づ」る こ と を 霍登明 す る も
の で あ る。
Nhは 第 三 表 の 結 果 よS)i
叫 ・・一警
jP1.こ の 式 よ り逑 度 恒 數 の 決 定 に よ りて 逆 に 直 徑Dを 計 算 す る事
か 出來 ゐ。
【5】 酸 粢 瓦 斯 と'水素 瓦 斯 の 比 の 影 響
逑度i嫐(紛 鯛 ・比 材 ・化i・ 比例す ろことは讎 し1.;u
りで あ る。 こ の 事 は 酸 素(teTオ ン 化LO,,Brngeの測 定 に よ る(12汲び
水 素(比 イ オ ン 化U."1.Braggl12}の分 壓 の 比 を 種 々 變.1ヒして似 て 混 合 瓦
斯 の 比Tオ ン 化 を 種 々 變 化 一Lrしめ る こ と に よ り,又.混合 瓦 斯 の 分 壓 の
比 か 水 素2酸 素1に 非 る限 り,混LI斯 の 比 イ オ ン 化 は 反 應 の 進 行 と
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化 とを比 較 す る こ とに よ りて 證 明 す る こ.とが 出來 る0)であ る。(第四
表參 照趣 度 恒 數 が反 應 の 進 行 と典 に變 化 し,然も迚 度 恒 數 の 實 驗 鈍 と
その 時 に於 け る比 イ オ ン 化 よ りg)計算 銃 とは よ く一 致.するを 示 す)
第 四 表
・.遑 度 恒 數 に 及ぼ す酸 素 瓦 斯 の過 剰 の 効 果.
最 初 の 割合.〔10J-11.L).コ




























































Liudは更 に純 梓 な る酸 素'及び水 累 の 一方 だ け に就 て 贇驗 しJF二が酸
素 の カ は其 の壓 力Pの 下 り方 は給 も露 出 した水 銀 の面 殯 にit例す る
結 果 を 得J二。Lindによ れ ば,この:現象1ま酸 素 瓦 欺 が 先 づ α一nしrticle皐一の
作 用 を受 けて オ ゾ ン に な り,オゾンが 更 に 水 銀 に 作 川 す る結 果 で あ る。
純 粹 な る水 素 に 就 て は初 め壓 力 の 低 下 を 見 る がPmlu9の經 過 に よ る著
しい變 化 は 認.められ なかつ`Y
【61化 趣 的 方 法 に ょ るAveragePathの決 定
AvergePnthの.計xに於 て 前 にRaA一及 びRnCは 共 に器 壁 にF#せ
一(緲)一
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る こ と を 蝦 定 しナ;が,この 假 定 の 正 否 は 幾 分 の 疑 問 を 有 す る の で あつ
て,他に 正 確 な るAveragePnthの決 定 方 法 か あ れ ば,これ に ょ る を 可 と
す るの で あ る。 こ の 目.的1.向つ てLhldは化 學 的 方 法 をlidし'二 の で
あ る。
即 迚 度 恒 數 は 反 應 球 のAverageR量thに比 例 す る が 故 にAveragePats
tHi,一の 反 曄 球3r用 ひ て 次 の 二 つ の 實 験 を 行 へ ば 決 定 す る こ とが 鵬
來 る.
illlRudimnEmun:d.ionを反 咏 球 の 中 心 に あ る 非 黹 に 小 さ い 硝 子球 の
中 に 入 れ て 實 瞼 す るw,
{b)1'ndinmLmmmtion.を反 應 瓦 斯 と混 合 して 即 ち 既 述 の 方 法 で 實 融
す る7i.第 三 圏
(nfの揚 合 はa-Psrtic:a3カ℃皆 反 應
球 の 中 心 か ら、故 射 され る か ら其 の
_laerggeI'sthは明 か に球 の'1=に
二 致 し從 つ てa度 恒 數 も球 の 聿 篠 、
1;比例 す。(b)の揚 合lw度 恒 數 は
AceragcPatLに比 例i3る ガ 故 に 次
の 關 係 が 成 立 す。
,脚 跚 ・によ磁 鼠 給
球σ丿輜 ・によ乙殲 風 約
7.indが上 逋 の 日 的 を 逑 す る 爲 に
印 ひ た 慶 驗 装 置 は 第 三 圖 に 示 すUFl
く で あ ゐ。㊨ の 環 驗 に 於 て にR2し燕聖m
Em.を 反 距 球 内 の 小 球Cに 入れ,{b)
一`瓢)一 ・
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第 四 圖.の 實.瞼.に於 て は 適 當 な
る方 法 に よ り て,この.小
.
.球rを 破 りてRadium
liU1.3efst應球 内 全 體 に
籏 散 」せ しめ て 實i驗を 行
ふ 牝 の で あ る。 實 隊 の
贊 驗 に 於 て は 尚 反.應球
及 び 小 球oの 形 秋 よ.り
來 る 數 多 の 補 正,Geiger
の 曲 線(t3J(第四 圖 參 照,
一 つ のa-partie:eが放 射
or23H5678さ れ て よ り經.路 の 長r
Pnn;e;nCen!ime'era。ry「 に よ0て,イ オ ン 化 の 強
さ(LitensityofIonisation]の變 化 す る様 を 示 せ る1騒1線}より來 る 補 正 及
ひ 反 應 球 内 の 壓 よ り 來 る補 正 〔後 述Recoil△tomの項 參 考〕を 必 要 と す
ろの であ る.Lindは か く して △veragePatLは享 徑 のO.G15倍で あ る こ
と を 決 定 す る こ とei.rl_E
[7】RecoilAto皿s.の化 學 的 効 果
艮 磨 球0)容 積 が 饑 り に 小 さ くな く,又座.力 も餘.りに 小 で な い 暴 合 は
α一Partid趣の み 考 ふ れ ば 足 り るの で あ る が趣 力 か 大 に 減 じて 反 應 球
の.容積;も非 常 に 小 さ く な る と更 にR㏄ 。iLAtomsの考.を職.t'aけ二れ ば
あ 賊 ・ndin・堤C睡 蹠id・ の外 硬 に顛 詬 の漲 鮪
3るRecoilstomaを 鍬 す 。 其 の 通 逹 距(Ravae)はSVertenstcin(h〕の 測
定によム・葎・庶1醐 驫 … な・篇曙 齣 鰭 ・下で・勣
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(陳之罧)a-Purtioleeに・よ る囃 用 (:,:3)
用 し得 る條 件 下 に 於 て は 上 述 の 關.係か ら冊 じ長 さ のPatl:;_す る イ
オ ン 化 李 は α・P擢tideの7倍 と な る。 即 ち 歴 力 を 減 す る か 反 應 球 の
容 積 を 小 さ く す れ ばRecoilAtomsの効 果 は 著 し く影 響 を 持 つ 樣 に な
る。LindはRecoilatomの 影j8見 ん と して 數 多 の 實 験 を 行 つ て 居
る カ～上 逋 の 如 き 條 件 の 下 で は 明 か にRecoi]Atoms炉反 應 速 度 に 影 響
を 有 す る こ と を 硴 め る こ とが 出 來 た の で あ る。
【8】 反 慝 機 作ti對 す る 考 察
iiil{=べ土 處 に 依 りてLindのKineticEqmtlonは確 力・に 一 般 的 に
成 立 しvtrる事 を 謹 しナニ。 次 に 反 應 機 作 に 就 て 逹 べ お い とm。 今M
を 以 て 單 位 畔 間 に 反 塵 に 興 れ る氣 體.分子 の 數 とす れ ば,Mは 頁:験中 に
降 つ た 厘…力 か ら計17'#る事 が 出 來 る。 即 ち
M一釜 ・斎 ・人




こ ΣにPは 反 慮 器 内 の 圏m。m.),Vは反 應 器 の:QF積(c.e.;)L{u}=mε[星郎ion
の.量(キユ リー1,Aは 毎NC中 に 含 ま る ム分 子 の 數 即 ち2.iQJXl11A,xca
Emanationの崩 壊 係 數 即ｰ.035x10一"eec-1であ;,.
次 に 毎 秒 間 に 反 應 球 の 中 に 出 來 る イ7t'の 融 をNと す る と
N弓・…F・G・H・ 養 ・E②
と な る、sは 一 キ ユ り 一 の.Emanationが 一 秒 間 に 李 衡 趺 態 に 於 て 放
射 す るQ-Particleの數 即 ち11.16x10'。,nはAveragernti,coちa=徑 の
α61倍,Fは イ オ ン 化 の 不 均 の 強 さ 即 ち 毎C.ln.毎 に 李 均2,:i(×10510n・,
一(聞7>▽ 一
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(.g}) く陳之 舞}s-PnrticieaによL化 罎 作 用
GはBm99の 比 分 子 材 ン化,IIIよ+a(a(aｫ一Parti・1・の 効 果、R!3α




を 得 。 侮 秒 間 に 生 成 さ れ 九 水 の 分.子 をM町)と.し,反 慰 に 與 れ る.水 譖
と 酸 素 の 分 子 の 數 の 和 をM弖H雲 樋 と す れ ば
撫 陣 一・・.
雫 一甚・J.・一3.9・〒
が 得 られ る。 この 事 を 設:明す る爲 にLiudは 次 の 様 な 機 搆(¥fechnnism)
を 考 へ?二。 第 一 段 はa-Par亡icleが中 性 分 子 と衝 突 して 分 子 か イ ォ ン 化
され る と同 時 にEleetronがiさ れ る の で あ る.
A匿B暫十[a】冨{3:Br)〕+十(一)
此 の 陽 イ オ ン が 更 に 自 分 と同 種 類 或 はst種 類 の 一 つ 求 は 幾 つ か の
中 性 分 子 と迚 結 して 十
(A3Bの←十 ム"Bり=(∠Lzl㍉)=
とな ・の である・ 第二段の騨 嘩 榔}㏄ 騨 に干 るも脈 あh..
反 應 系 中 に 此 の 遘 離 ニ レ ク トロ ン とsu和.力を 有 す る もの が 無 け オ}ば
iltのElecむronは陽 イ.オン と結 合 して
(・L■Bり}才十(一レ・{A=Bり〕3
と な る で あ ら う.即 ち{j.び中 性 分'子を 生 す る が,若 し この 遊 離 エ レ ク
.
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(陳之 黝.a-Pご`rticleelこよ.る化 學 作 川 ・ (75)
此 のTp水 素 と酸 素 との 混 舎 無 髏1.二適 用 す れ ば 其 の 間 の 機 構 を 次








即 ち 元 の 一 つ の イ オ'ン對 か ら水 の 四 分 子 か 出 來 る 事 を 意 味 して 實
瞼 と11Gく一 致 す る の で あ る。
【9】 炭 絮 の 酸 化 物 の 作 用
水 素 と酸 素 に 就 て は 上 述 の 如 くで あ る が,Liudは 向 已 の 主 張 を 普
逼 化 せ ん と して 更 に 炭 素 の 酸 化 物 に 就 て α・1'articlcの11-111%rTJFして
居 る。 即 ち 炭 酸 瓦 斯 とIiiヒ 炭 素 の 酸 化,邇元・分 解 に 就 て 五 つ の 藏 腰
を して 居 る。
一 酸 化 炭 素 の 分 解 に 就 て はCnmeruu及び1:uliLay〔1'.:)0)實駿 に ょ れ
瞰 離 の鰡 物はC・.qcqc等であつて勦 舳 式の比菩 は
19Gであ る。 然 る にLindの蜜験 に よれ ば 反 廳 後の 殘 留物 中 に1は酸 素
は絶 郵 に無 くCO.も 計 算 數 よ りは 少.い。 叉 反應 球 の 壁 に は褐 色 の物
洲 躇 ・此・鋤 糠 魄 酸… であらう。 此 悪 詮 ・理認 ・
2よ りは 小 さ くて.約1・7で あ つY;。Emanationを'hい硝 子 球 の 中 で 實
欝 硼 紕 塊 一 はn・Jであつ・…+二 ・繝 を継 …1.51
に な つ て 即 α・Particleが硝 子 球 にsirす る黒 褐 色 の 生 成 物 のi"z,V=妨け』
られ た か らで あ る。
一(w7》一
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(C6) (陳之 霖)a-Pwしiolexによ る化 吊 作 用
・酸化蹠 ・酸化蹴 ・眦 叢 亭日 ・約・であつ・脚 數
と善 く一 致 す る 事 を 示 しヲこ。 こ の 一 酸 化 炭 素 の 酸 化 は 液Yの 温
M度 に 於 て は そ の 速 度 恒 數 は 約 孚 減 す .るが 此 は 比
Nが 變 る の で は 無
くてJlの 原 囚 は 多 分 他 の 固 に あ る と思 は れ る.
Emanationを以 て 一 酸 化 淡 素 を 水 棄 で 還 元 す る 揚 合 はScheucrl}に
よ る と此 が 中 聞 物 と し てTorn】nl【3ehydleを条駆て メ ク ン と水 に な る と云
つ て 居 る か,Liadの 實 驗 に よ る と メ タ ン と水 は 無 くて 只 白 色 の 匿H擾
」を殘 しJ一。 此 の 自 色 物.を儉 査 す る と砂 糖 とilldehpdeのafi=mｫ:くて
水 に 對 して は 不 溶 性 で あ つ て 確 定 験 査 は 出 來 な か つ7二.其 のN,:
≒総 は3.fi3で・つて・蹶 … 大…
正manntohを以 て 炭 酸}匚斯 を 介 解 す る 揚 台・はCanmronlitび1.amap(16)
の 報IY.によ る と洪 酸 瓦 斯 は 一 酸 化 炭 素 と酸 素 に 分 解 して 其 の 酸 素cs
更 に2k銀 と結 合 す る 筈 あ る が,R'o:u'tzcl(S)はCO:i3水銀 の 遞 元 作 用 に よ
つ て 還 元 され る の で あ つ て,かL!J氾 元 剤 が 無 け れ ば,CO」は1:niana:OII
のit川 を 受 け な い と主 張 して ゐ る.今Lindの 假 設 に 從 へ ば 毅 酸 瓦 斯
はEmanationから放 射 され る α。r財tieleの作 用 を 受 け て,一酸 化 炭 素 と
同 陵 に 一 旦 イ オ ン 化 さ れ て〔CO蝋或 は{CO鑑 の 如 き 複 イ オ ン)及び 遊 離
ニ レ ク ト ロ ン と な る の で あ る が,これ 等 は 再 び 結 合 して 元 σ)【11性炭 酸
k斯 に 歸 るの で あ ら う と。Liedは 水 素 を 混 ぜ る 畔 は 炭 酸 互 斯 が 逗 元
される軸 實驗 して配 磯 を翻U・ 此の飴 の比斗 ・聯
で あ る。
冗 長 を 避 る爲 贇 験 記 録 の 大 牛 を 省.略 し'f.。讀 者 に して 必 要 あ れ ば
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'(陳之 二
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